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こんな保護者だからこそこんな子ども達！！ 人権参観日

良城小

2017/10/24

増野

「校長先生、皆さん素晴らしいですよ。」

昨日夕方、人権教育担当の坂野先生が、

先日の人権参観日の保護者アンケートを見

せてくれました。

各学級で配布したアンケートを７３名の

保護者が提出して下さいました。

授業参観後の講演会には、１７０人もの

方が参加されたこともうれしく思いました

が、このアンケートの記述内容にもさらに

感動し、一気に読みました。

人権教育というと、どうしても堅いイメ

ージがあり、これまでの学校でも講演会に

残る保護者が少なく苦慮していました。さ

らに、今年は、例年のように高学年児童の

参加のない講演会でしたので、心配してい

ましたが、いつも以上の参加に感動しまし

た。

今、そのアンケート冊子が回覧されてい

ますので、是非、全てに目を通してみてく

ださい。

各学年の人権授業の内容の素晴らしさに

多くの保護者が賛辞の言葉を述べられてい

ます。本当にありがとうございます。これ

も「良城しぐさ」の一つですね。

SCの中村先生の講演も発達障がいの理解

に大変役立ったと大好評でした。発達障が

いについて、夏の研修で私たち教職員が感

じたことと同じ認識を、保護者の皆さんと

も共有できたことは大変素晴らしいことで

す。正しい共通理解の基で、特別支援教育

をさらに充実していきましょう。

授業に関するアンケートのいくつかを紹

介します。

１年

お話の登場人物になったり、子供達それぞれの日

常生活で感じる気持ちにもスポットを当てることで

理解が深まっているようでした。優しい気持ちを家

族にお友達に町の人に広げていけるようかかわって

いきたいと思いました。

２年

それぞれの役を子供達がやっていてお話の内容が

よく分かり、見る側も楽しかったです。クマ役の先

生登場が盛り上がり、クマの優しさがとても伝わっ

てきました。最後に全員で発表したので、友達の考

えをたくさん聞けてとてもよかったです。私も子供

もクマのようになれたらいいねと話しました。

３年

「ルーシーといじめっ子」はわかりやすくていい

話だと思いました。子供達がルーシー（いじめられ

る側）の気持ちを想像したことで、他人の痛みに気

づけるようになってほしいです。

４年

子供達の身近に起こりやすい内容で、お友達の接

し方についてとても勉強になったんじゃないかと思

いました。子供達からたくさんの意見が出され、し

っかりと自分の意見が言える子供達が多くいて素晴

らしいなと思いました。また、自分に置き換えて考

えられる子供達も多くいてとても感心しました。

５年

携帯電話が普及している現代によくありがちな事

例であり、子供達が真剣に考えている姿が印象に残

りました。自分の考えや思いを伝える（相手にきち

んと伝わるように）ことは本当に重要であると私も

日々感じています。普段の生活の中でも、子供とし

っかり会話して、コミュニケーションをとっていき

たいと改めて思いました。

６年

・命の重さについて心の葛藤をする学習でした。例

題を基にかなり真剣に自分の心を見つめたのではな

いかと思います。それにしても、先生の落ち着いた

発言、挙動には安心感が持てました。命の軽重と人

としての権利をこの子達に考えさせるのは酷かと思

いましたが、こういう心に食い入る人権学習が必ず

や将来生きてくることを楽しみにしています。

・自分らしさと自分勝手はどう違うのか、について

子供一人一人が自分の意見を持ち、みんなの前でし

っかり発表している姿、本当に素晴らしかったです。

幼いと思っていた子供が、こんなにも様々な考えを

もち、恥ずかしがらずに発表できる環境を作って下

さっている先生にも感謝でいっぱいになりました。

講演（地域の方の感想）

・何よりも子供達の幸せを願って、先生、親と講演

を聞くことが出来ていることを知り、先生達も理解

して下さっている安心がありました。

・神経、脳など平素あまり深く考えたことがなかっ

たので、本日はありがとうございました。吉敷の人

権感覚の伸長が楽しみです。これからもこういう機

会をお願いします。


